
〔
商
法
　
四
〇
八
〕

特
別
利
害
関
係
人
が
議
長
と
し
て
議
事
を
主
宰
し
た

取
締
役
会
決
議
の
効
力（

購
騨
蕨
響
決
議
毎
・
効
確
認
請
求
控
訴
　
定
・
）

判例研究

〔
判
示
事
項
〕

　
議
決
権
の
な
い
者
が
決
議
に
参
加
し
た
毅
疵
の
ほ
か
に
、
特
別
利

害
関
係
人
と
し
て
議
決
権
を
否
定
さ
れ
る
者
が
議
事
を
主
宰
し
た
暇

疵
が
あ
る
取
締
役
会
決
議
は
無
効
で
あ
る
。

〔
参
照
条
文
〕

　
商
法
二
六
〇
条
の
二
第
二
項
・
三
項
、
二
六
五
条

〔
事
　
実
〕

　
Y
会
社
（
被
告
・
控
訴
人
）
は
、
平
成
六
年
九
月
一
九
日
、
七
名

の
取
締
役
の
う
ち
六
名
が
出
席
し
て
取
締
役
会
を
開
催
し
、
A
が
議

長
と
な
っ
て
、
出
席
取
締
役
全
員
の
賛
成
の
下
に
、
Y
会
社
所
有
の

土
地
を
B
会
社
に
売
却
す
る
こ
と
を
承
認
す
る
旨
の
決
議
を
し
た
が
、

A
は
Y
会
社
の
代
表
取
締
役
で
あ
る
と
同
時
に
、
B
会
社
の
代
表
取

締
役
で
も
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
Y
会
社
の
株
主
X
（
原
告
・
被
控
訴

人
）
は
、
Y
会
社
の
代
表
取
締
役
で
あ
る
A
が
B
会
社
の
代
表
取
締

役
と
し
て
Y
会
社
と
の
間
で
本
件
売
買
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
は
商

法
二
六
五
条
の
自
己
取
引
に
あ
た
り
、
取
締
役
会
の
承
認
を
要
す
る

と
こ
ろ
、
特
別
利
害
関
係
人
で
あ
る
A
が
議
長
と
な
っ
て
取
締
役
会

の
議
事
を
主
宰
し
、
議
決
権
を
行
使
し
た
こ
と
は
本
件
取
締
役
会
決

議
の
無
効
事
由
と
な
る
と
主
張
し
て
、
そ
の
無
効
確
認
を
求
め
て
訴

え
を
提
起
し
た
。
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こ
れ
に
対
し
て
、
Y
会
社
は
、
①
Y
会
社
と
B
会
社
は
株
主
構
成

が
近
似
し
て
お
り
、
設
立
の
経
緯
か
ら
も
両
社
は
実
質
的
に
親
子
会

社
と
同
視
さ
れ
る
べ
き
関
係
に
あ
る
か
ら
、
両
社
の
間
に
利
益
相
反

が
生
ず
る
こ
と
は
な
く
、
本
件
売
買
契
約
の
締
結
は
商
法
二
六
五
条

の
自
己
取
引
に
は
当
た
ら
な
い
、
②
特
別
利
害
関
係
を
有
す
る
取
締

役
が
議
決
権
を
行
使
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
者
を
除
い
て
な

お
決
議
の
成
立
に
必
要
な
多
数
が
存
す
る
な
ら
ば
、
決
議
の
効
力
は

妨
げ
ら
れ
な
い
な
ど
と
反
論
し
た
。

　
原
審
（
東
京
地
判
平
成
七
年
九
月
二
〇
日
判
時
一
五
七
二
号
二
二

一
頁
）
は
、
「
確
か
に
、
Y
会
社
と
B
会
社
の
株
主
構
成
が
全
く
同

一
で
あ
る
と
か
、
あ
る
い
は
、
両
社
が
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
子
会

社
・
親
会
社
の
関
係
に
あ
る
と
い
っ
た
事
情
が
あ
る
場
合
の
よ
う
に

両
社
間
に
実
質
的
に
利
益
相
反
の
余
地
が
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
本
件

売
買
契
約
の
締
結
が
自
己
取
引
に
当
た
る
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
、

Y
会
社
の
主
張
す
る
、
両
社
の
株
主
構
成
が
近
似
し
て
い
る
と
か
、

設
立
の
経
緯
か
ら
両
社
が
実
質
的
に
親
子
会
社
と
同
視
さ
れ
る
べ
き

関
係
に
あ
る
と
い
っ
た
事
情
は
、
仮
に
こ
の
よ
う
な
事
情
が
存
在
し

た
と
し
て
も
両
社
間
に
実
質
的
に
利
益
相
反
の
余
地
が
な
い
と
い
う

こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
、
Y
会
社
の
右
主
張
は
そ
れ
自
体
失
当
で
あ

る
。
」
と
し
て
、
本
件
売
買
契
約
が
利
益
相
反
取
引
に
当
た
る
こ
と

を
肯
定
し
た
上
で
、
本
件
取
締
役
会
決
議
の
効
力
に
つ
い
て
は
次
の

よ
う
に
判
示
し
た
。

「
自
己
取
引
の
承
認
決
議
を
求
め
る
取
締
役
は
、
当
該
議
案
に
つ
い

て
特
別
利
害
関
係
人
に
該
当
す
る
か
ら
、
決
議
に
参
加
で
き
な
い
し

（
商
二
六
〇
条
ノ
ニ
第
二
項
）
、
取
締
役
会
の
定
足
数
に
も
算
入
さ
れ

な
い
（
同
条
三
項
）
。
し
た
が
っ
て
、
特
別
利
害
関
係
人
た
る
取
締

役
は
、
当
該
議
案
に
関
し
、
議
決
権
を
行
使
し
得
な
い
の
は
も
と
よ

り
、
取
締
役
会
の
定
足
数
に
算
入
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
取
締
役
会

へ
の
出
席
権
も
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
っ
て
、
結
局
、
取
締
役
会
の

構
成
員
か
ら
除
外
さ
れ
る
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
原
則
と
し
て
、
会
議
体
の
議
長
は
当
該
会
議
体
の
構
成

員
が
務
め
る
べ
き
で
あ
る
し
、
取
締
役
会
の
議
事
を
主
宰
し
て
そ
の

進
行
に
あ
た
る
議
長
の
権
限
行
使
は
、
審
議
の
過
程
全
体
に
影
響
を

及
ぼ
し
か
ね
ず
、
そ
の
態
様
い
か
ん
に
よ
っ
て
は
、
不
公
正
な
議
事

を
導
き
出
す
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
特
別
利
害

関
係
人
と
し
て
取
締
役
会
の
構
成
員
か
ら
除
外
さ
れ
る
代
表
取
締
役

は
、
当
該
議
案
に
関
し
、
議
長
と
し
て
の
権
限
も
当
然
に
喪
失
す
る

も
の
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。

　
し
か
る
に
、
本
件
に
お
い
て
は
、
特
別
利
害
関
係
人
に
あ
た
る
A

が
、
自
己
取
引
の
承
認
決
議
に
つ
い
て
議
決
権
を
行
使
し
た
の
み
な

ら
ず
、
取
締
役
会
の
議
長
と
し
て
当
該
議
案
の
議
事
を
主
宰
し
て
そ

の
進
行
に
あ
た
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
本
件
決
議
は
違
法
か
つ
無
効
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な
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

　
：
…
本
件
決
議
の
暇
疵
が
特
別
利
害
関
係
人
に
あ
た
る
A
が
議
決

権
を
行
使
し
た
と
い
う
点
の
み
に
存
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
Y
会
社
主

張
の
と
お
り
本
件
決
議
が
有
効
と
な
る
余
地
は
あ
る
が
、
右
の
と
お

り
、
本
件
決
議
に
つ
い
て
は
、
議
長
と
し
て
の
権
限
を
喪
失
し
た
A

が
議
長
と
な
っ
て
議
事
を
主
宰
し
た
と
い
う
暇
疵
も
存
す
る
の
で
あ

る
か
ら
、
た
と
え
、
A
を
除
い
て
な
お
決
議
の
成
立
に
必
要
な
多
数

が
存
し
た
と
し
て
も
、
本
件
決
議
が
有
効
と
な
る
も
の
で
は
な
い
。
」

　
Y
会
社
は
こ
れ
を
不
服
と
し
て
控
訴
し
、
原
審
に
お
け
る
の
と
ほ

ぼ
同
旨
の
主
張
に
加
え
て
、
特
別
利
害
関
係
人
が
議
事
を
進
行
し
て

も
、
取
締
役
は
会
社
に
関
す
る
十
分
な
知
識
と
判
断
力
を
備
え
て
お

り
、
議
長
の
議
事
に
よ
り
取
締
役
会
の
議
事
が
不
当
な
影
響
を
受
け

る
こ
と
は
な
い
と
主
張
し
た
。

〔
判
　
旨
〕

　
控
訴
棄
却

「
本
件
取
締
役
会
決
議
に
は
、
議
決
権
の
な
い
者
が
決
議
に
参
加
し

た
暇
疵
の
ほ
か
に
、
特
別
利
害
関
係
人
と
し
て
議
決
権
を
否
定
さ
れ

る
者
が
議
事
を
主
宰
し
た
暇
疵
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
蝦
疵
を
帯
び
た

本
件
決
議
は
無
効
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
Y
会
社
は
、
Y
会
社
と
B

会
社
と
の
間
に
利
益
相
反
の
関
係
は
な
い
と
主
張
す
る
。
し
か
し
、

両
会
社
の
株
主
構
成
が
近
似
し
て
い
て
も
相
違
が
あ
る
以
上
、
実
質

上
の
同
一
会
社
と
は
い
え
な
い
の
で
あ
っ
て
、
両
者
の
利
益
が
相
反

す
る
こ
と
を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
し
て
、
特
別
利
害
関

係
人
と
し
て
議
決
権
の
な
い
取
締
役
は
、
当
該
決
議
か
ら
排
除
さ
れ

る
べ
き
者
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
者
に
議
長
と
し
て
議
事
を
主
宰
す

る
権
限
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
は
、
特
別
利
害
関
係
人
を

排
除
す
る
趣
旨
か
ら
み
て
当
然
の
こ
と
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ

の
点
に
関
す
る
Y
会
社
の
主
張
は
、
取
締
役
会
の
議
事
に
対
す
る
議

長
の
影
響
を
軽
視
す
る
も
の
で
採
用
で
き
な
い
。
」

〔
研
　
究
〕

　
判
旨
に
反
対
。

一
　
取
締
役
会
に
お
い
て
は
、
株
主
総
会
の
場
合
と
異
な
り
、
決
議

に
つ
き
特
別
利
害
関
係
を
有
す
る
取
締
役
は
議
決
権
を
行
使
で
き
ず

（
商
二
六
〇
条
の
二
第
二
項
）
、
定
足
数
算
定
の
基
礎
と
な
る
取
締
役

総
数
に
も
出
席
取
締
役
の
数
に
も
算
入
さ
れ
な
い
（
同
三
項
）
。
取

締
役
は
受
任
者
と
し
て
の
善
管
注
意
義
務
・
忠
実
義
務
に
基
づ
き
会

社
の
利
益
の
た
め
に
議
決
権
を
行
使
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
特

別
利
害
関
係
の
あ
る
取
締
役
は
必
ず
し
も
会
社
の
利
益
を
優
先
し
て

議
決
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
な
い
こ
と
に
鑑
み
、
決
議
の

公
正
を
期
す
る
た
め
、
特
別
利
害
関
係
の
あ
る
取
締
役
の
議
決
権
を

事
前
に
排
除
し
た
の
で
あ
る
。
特
別
利
害
関
係
と
は
、
会
社
の
利
益

と
衝
突
す
る
取
締
役
の
個
人
的
な
利
害
関
係
を
い
い
、
利
益
相
反
取
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引
の
承
認
決
議
（
商
二
六
五
条
一
項
）
に
お
い
て
当
該
取
引
の
当
事

者
ま
た
は
そ
の
代
理
人
（
代
表
者
）
と
な
る
取
締
役
が
こ
れ
に
あ
た

る
こ
と
に
異
論
は
な
い
。
本
件
に
お
い
て
は
、
Y
会
社
の
代
表
取
締

役
A
は
承
認
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
土
地
の
売
買
契
約
の
相
手
方
で

あ
る
B
会
社
の
代
表
取
締
役
を
も
兼
ね
て
い
た
た
め
、
形
式
的
に
は

利
益
相
反
取
引
に
あ
た
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
き
、

原
審
判
決
と
本
判
決
は
い
ず
れ
も
、
B
会
社
と
の
株
主
構
成
の
近
似

性
を
理
由
と
し
て
実
質
的
な
利
益
相
反
関
係
は
な
い
と
す
る
Y
会
社

の
主
張
を
斥
け
て
い
る
が
、
取
引
の
当
事
者
に
実
質
的
な
同
一
性
が

あ
り
、
実
質
的
に
利
益
相
反
の
余
地
が
な
け
れ
ば
、
取
締
役
会
の
承

認
は
不
要
と
な
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
た
め
、
ま
ず
こ
の
点
に
言

及
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
一
人
会
社
に
お
い
て
、
一
人
株
主
た
る
取
締
役
が
会
社
と
取
引
を

な
す
場
合
、
一
人
株
主
た
る
取
締
役
と
会
社
の
利
害
は
一
致
し
、
実

質
的
に
利
益
相
反
関
係
は
な
い
と
し
て
、
商
法
二
六
五
条
｝
項
所
定

の
取
締
役
会
の
承
認
を
要
し
な
い
と
解
す
る
の
が
判
例
（
最
判
昭
和

四
五
年
八
月
一
一
〇
日
民
集
二
四
巻
九
号
一
三
〇
五
頁
）
・
多
数
説

（
米
津
昭
子
「
判
批
」
金
融
商
事
判
例
二
四
七
号
五
頁
、
龍
田
節

』
人
会
社
と
利
益
相
反
行
為
」
上
柳
克
郎
先
生
還
暦
記
念
『
商
事

法
の
解
釈
と
展
望
』
二
七
〇
頁
以
下
、
本
問
輝
雄
『
新
版
注
釈
会
社

法
㈲
』
二
三
三
頁
、
大
隅
健
一
郎
H
今
井
宏
『
会
社
法
論
中
巻
〔
第

三
版
〕
』
二
三
六
頁
、
北
沢
正
啓
『
会
社
法
〔
第
五
版
〕
』
四
二
六
頁

な
ど
）
で
あ
る
。
取
引
当
事
者
の
経
済
的
・
実
質
的
な
一
体
性
の
有

無
、
実
質
的
な
利
益
相
反
関
係
の
有
無
を
基
準
と
す
る
限
り
、
親
会

社
と
完
全
子
会
社
間
の
取
引
や
株
主
構
成
が
完
全
に
一
致
す
る
会
社

間
の
取
引
に
つ
い
て
も
同
様
に
解
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
（
親
会
社

と
完
全
子
会
社
間
の
取
引
に
つ
き
、
大
隅
健
一
郎
「
会
社
の
親
子
関

係
と
取
締
役
の
責
任
」
商
事
法
務
三
六
〇
号
三
五
頁
、
本
間
・
前
掲

壬
二
四
頁
、
神
崎
克
郎
『
商
法
H
（
会
社
法
）
〔
第
三
版
〕
』
二
九
八

頁
、
河
本
一
郎
『
現
代
会
社
法
〔
第
八
版
〕
』
三
九
四
頁
）
。
こ
れ
に

対
し
て
は
、
将
来
の
株
主
と
会
社
債
権
者
の
利
益
保
護
が
考
慮
さ
れ

て
い
な
い
と
し
て
、
取
締
役
会
の
承
認
を
要
す
る
と
解
す
る
見
解
も

有
力
に
主
張
さ
れ
て
い
る
（
竹
内
昭
夫
「
判
批
」
『
判
例
商
法
1
』

二
六
四
頁
以
下
、
服
部
榮
三
「
判
批
」
民
商
法
雑
誌
六
四
巻
六
号
七

三
頁
、
星
川
長
七
「
判
批
」
法
律
の
ひ
ろ
ば
二
四
巻
二
号
四
八
頁
、

菅
原
菊
志
「
判
批
」
民
商
法
雑
誌
七
三
巻
三
号
四
六
頁
、
山
口
幸
五

郎
「
取
締
役
の
利
益
相
反
行
為
」
『
会
社
法
演
習
H
』
一
五
二
頁
、

田
村
詩
子
『
取
締
役
・
会
社
間
の
取
引
』
一
七
九
頁
以
下
、
加
美
和

照
『
新
訂
会
社
法
〔
第
六
版
〕
』
二
六
二
頁
な
ど
）
。

　
思
う
に
、
商
法
二
六
五
条
が
間
接
取
引
を
も
そ
の
対
象
と
し
て
い

る
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
例
え
ば
甲
株
式
会
社
の
代
表
取
締
役
が
自
ら

全
株
式
を
保
有
す
る
乙
株
式
会
社
と
取
引
を
な
す
場
合
の
よ
う
に
、

154



判例研究

取
引
の
相
手
方
と
取
締
役
を
実
質
的
に
同
視
す
る
こ
と
に
よ
り
商
法

二
六
五
条
の
適
用
範
囲
を
拡
大
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
と
し
て
も

（
名
古
屋
地
判
昭
和
五
八
年
二
月
】
八
日
判
時
一
〇
七
九
号
九
九
頁
、

大
隅
H
今
井
・
前
掲
二
三
八
頁
）
、
二
六
五
条
の
趣
旨
が
、
取
締
役

が
取
引
に
あ
た
っ
て
会
社
の
受
任
者
と
し
て
尽
く
す
べ
き
善
管
注
意

義
務
・
忠
実
義
務
に
反
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
会
社
に

固
有
の
利
益
を
保
護
す
る
こ
と
に
あ
る
以
上
、
利
益
相
反
関
係
の
有

無
は
画
一
的
に
会
社
自
身
を
基
準
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
取
締
役
会
の
承
認
の
要
否
を
決
す
る
際
に
は
、

会
社
に
固
有
の
利
益
が
害
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
間
接
的
に
不
利
益

を
被
る
者
の
存
在
を
考
慮
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
取
締
役
会
の
承
認
を

不
要
と
す
れ
ば
、
そ
の
取
引
は
確
定
的
に
有
効
で
あ
り
、
も
は
や
そ

の
効
力
を
争
う
こ
と
は
で
き
な
く
な
る
か
ら
、
将
来
の
株
主
や
会
社

債
権
者
に
と
っ
て
原
状
回
復
を
図
る
途
は
閉
ざ
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と

に
な
る
（
竹
内
・
前
掲
二
六
四
頁
以
下
、
菅
原
・
前
掲
四
六
頁
、
山

口
・
前
掲
一
五
二
頁
）
。
ま
た
、
利
益
相
反
取
引
は
業
務
執
行
で
あ

り
、
会
社
の
業
務
執
行
に
は
常
に
損
失
の
危
険
性
が
内
在
し
て
い
る

が
、
業
務
執
行
に
お
け
る
損
失
の
回
避
に
つ
い
て
資
本
維
持
の
原
則

は
働
か
な
い
か
ら
、
会
社
債
権
者
の
利
益
保
護
は
専
ら
取
締
役
の
損

害
賠
償
責
任
に
よ
っ
て
担
保
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
問
題
は
、
取

引
当
事
者
を
実
質
的
に
同
視
し
て
取
締
役
会
の
承
認
を
不
要
と
す
れ

ば
、
取
締
役
会
の
監
督
機
能
は
働
か
ず
、
他
の
取
締
役
は
何
ら
責
任

を
負
わ
な
く
て
も
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
点
に
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
は
、
単
に
取
引
の
効
力
要
件
（
会
社
へ
の
効
果
帰
属

要
件
）
と
し
て
の
取
締
役
会
の
承
認
が
不
要
と
さ
れ
る
だ
け
で
、
他

の
取
締
役
は
そ
の
取
引
に
つ
き
監
視
義
務
を
負
う
か
ら
、
監
視
義
務

違
反
に
基
づ
く
責
任
を
追
及
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
と
解
す
る
余

地
も
あ
る
が
、
そ
の
取
引
の
是
非
に
つ
き
取
締
役
会
に
お
け
る
審
議

の
機
会
が
与
え
ら
れ
な
い
以
上
、
他
の
取
締
役
に
監
視
義
務
を
要
求

す
る
こ
と
も
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
結
果
、
利
益
相
反
取
引
に

よ
っ
て
損
害
を
被
っ
た
会
社
債
権
者
の
救
済
は
取
締
役
の
第
三
者
に

対
す
る
責
任
に
よ
っ
て
図
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
も
、
そ
の
責
任

主
体
は
そ
の
取
引
を
行
っ
た
取
締
役
に
限
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
た
め
、

会
社
債
権
者
の
保
護
と
し
て
は
十
分
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
取
締
役

が
会
社
と
利
害
共
通
関
係
に
あ
る
自
己
ま
た
は
第
三
者
の
利
益
を
図

っ
た
と
し
て
も
、
取
引
当
事
者
の
実
質
的
な
利
害
の
一
致
を
強
調
す

れ
ば
、
そ
こ
に
は
取
締
役
と
し
て
の
任
務
解
怠
が
あ
っ
た
と
さ
え
い

え
な
く
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
会
社
債
権
者
と
し
て
は
法
人
格
を
否

認
し
て
株
主
の
責
任
を
追
及
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
も
、
取
引

当
事
者
を
実
質
的
に
同
視
し
て
取
締
役
会
の
承
認
を
不
要
と
す
る
こ

と
自
体
が
法
人
格
否
認
の
法
理
と
通
底
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
か
ら

（
竹
内
・
前
掲
二
六
三
頁
。
な
お
、
宇
野
栄
一
郎
「
判
解
」
法
曹
時
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報
二
三
巻
三
号
一
九
七
頁
、
服
部
・
前
掲
七
四
頁
参
照
）
、
そ
れ
は

伝
家
の
宝
刀
と
い
う
べ
き
法
人
格
否
認
の
法
理
を
な
し
崩
し
的
に
一

般
化
す
る
に
等
し
く
、
法
人
格
の
異
別
性
と
商
法
二
六
五
条
を
無
視

し
た
全
く
迂
遠
な
論
理
と
い
う
ほ
か
は
な
い
。
株
主
間
接
有
限
責
任

の
原
則
に
よ
り
会
社
財
産
と
株
主
の
個
人
財
産
と
の
分
別
が
徹
底
さ

れ
て
い
る
株
式
会
社
に
お
い
て
、
会
社
の
法
人
格
の
枠
を
超
え
て
実

質
的
な
利
益
相
反
関
係
の
有
無
を
判
断
す
る
こ
と
は
、
株
式
会
社
制

度
を
否
定
す
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
そ
も
そ
も
会
社
の
業
務
執

行
を
取
締
役
会
の
権
限
と
し
た
趣
旨
は
、
一
切
の
業
務
執
行
は
取
締

役
会
の
構
成
員
で
あ
る
取
締
役
の
責
任
に
お
い
て
な
さ
れ
る
よ
う
に

す
る
こ
と
に
あ
り
、
現
行
法
上
、
業
務
執
行
に
お
け
る
会
社
独
自
の

利
害
を
判
断
で
き
る
の
は
取
締
役
会
以
外
に
は
あ
り
え
な
い
。
し
た

が
っ
て
、
会
社
に
と
っ
て
形
式
的
に
利
益
相
反
取
引
に
該
当
す
る
限

り
、
そ
の
当
事
者
間
の
実
質
的
な
利
益
相
反
関
係
の
有
無
を
問
わ
ず

一
律
に
取
締
役
会
の
承
認
を
要
す
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
本
件
売
買
契
約
に
つ
き
取
締
役
会
の
承
認
を
要
す

る
と
し
た
原
審
判
決
・
本
判
決
の
結
論
自
体
に
は
も
と
よ
り
異
論
は

な
い
が
、
そ
の
根
拠
を
Y
会
社
と
B
会
社
の
実
質
的
同
一
性
の
有
無

に
求
め
た
点
に
つ
い
て
は
賛
成
で
き
な
い
。

二
　
次
に
、
原
審
判
決
は
、
特
別
利
害
関
係
人
が
議
決
権
を
行
使
し

た
だ
け
で
あ
れ
ば
決
議
が
有
効
と
な
り
う
る
余
地
を
認
め
て
い
る
た

め
、
本
件
決
議
が
無
効
と
さ
れ
る
直
接
の
暇
疵
を
特
別
利
害
関
係
人

が
議
長
を
務
め
た
こ
と
に
求
め
て
お
り
、
本
判
決
は
、
特
別
利
害
関

係
人
が
議
決
権
を
行
使
し
た
こ
と
と
特
別
利
害
関
係
人
が
議
長
を
務

め
た
こ
と
を
総
合
し
て
決
議
無
効
の
根
拠
と
し
て
い
る
が
（
渡
邊
肇

「
特
別
利
害
関
係
人
に
よ
る
取
締
役
会
議
長
」
商
事
法
務
一
四
四
七

号
一
六
頁
・
一
八
頁
参
照
）
、
Y
会
社
の
反
論
に
答
え
る
意
味
も
あ

っ
て
か
、
後
者
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
。
特
別
利
害
関
係
人
の
議

長
権
限
の
喪
失
は
、
い
わ
ゆ
る
三
越
事
件
を
初
め
と
す
る
判
例
の
流

れ
（
三
越
事
件
に
関
す
る
東
京
地
判
平
成
二
年
四
月
二
〇
日
判
時
一

三
五
〇
号
二
二
八
頁
・
東
京
高
判
平
成
三
年
七
月
一
七
日
資
料
版
商

事
法
務
一
〇
二
号
一
四
九
頁
・
最
判
平
成
四
年
九
月
一
〇
日
同
一
四

三
頁
、
及
び
福
岡
地
判
平
成
五
年
九
月
三
〇
日
判
時
一
五
〇
三
号
一

四
二
頁
）
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
り
、
特
に
そ
の
根
拠
に
関
す
る
原

審
判
決
の
説
示
は
三
越
事
件
第
一
審
判
決
に
お
け
る
説
示
と
ほ
ぼ
一

致
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
原
審
判
決
は
、
そ
の
根
拠
と
し
て
、
①
原

則
と
し
て
会
議
体
の
議
長
は
そ
の
構
成
員
が
務
め
る
べ
き
と
こ
ろ

（
前
掲
東
京
地
判
平
成
二
年
四
月
二
〇
日
は
、
「
会
議
体
の
議
長
は
議

決
権
を
有
す
る
当
該
構
成
員
が
務
め
る
べ
き
で
あ
る
」
と
す
る
）
、

特
別
利
害
関
係
人
は
取
締
役
会
へ
の
出
席
権
も
な
く
、
取
締
役
会
の

構
成
員
か
ら
除
外
さ
れ
る
こ
と
、
②
取
締
役
会
の
議
事
を
主
宰
し
て

そ
の
進
行
に
あ
た
る
議
長
の
権
限
行
使
は
、
審
議
の
過
程
全
体
に
影
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響
を
及
ぼ
し
か
ね
ず
、
そ
の
態
様
い
か
ん
に
よ
っ
て
は
、
不
公
正
な

議
事
を
導
き
出
す
可
能
性
を
否
定
で
き
な
い
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。

一
方
、
本
判
決
の
説
示
は
簡
潔
で
あ
る
た
め
、
そ
の
根
拠
は
必
ず
し

も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
特
別
利
害
関
係
人
が
決
議
か
ら
排
除
さ
れ

る
趣
旨
と
取
締
役
会
の
議
事
に
対
す
る
議
長
の
影
響
を
指
摘
し
て
い

る
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
従
来
か
ら
の
判
例
の
見
解
と
特
に
異
な
る
と

こ
ろ
は
な
い
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。
そ
こ
で
、
特
別
利
害
関
係
人
の

議
長
と
し
て
の
適
格
性
の
有
無
の
前
提
と
し
て
、
特
別
利
害
関
係
人

は
取
締
役
会
に
出
席
し
て
審
議
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
が
問

題
と
な
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
商
法
二
六
〇
条
の
二
第
二
項
の

「
決
議
二
参
加
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ズ
」
と
い
う
文
言
の
解
釈
を
め
ぐ
っ

て
学
説
の
対
立
が
あ
る
。

　
否
定
説
は
、
①
特
別
利
害
関
係
人
は
取
締
役
会
の
定
足
数
に
算
入

さ
れ
な
い
こ
と
（
北
沢
・
前
掲
三
九
四
頁
）
、
②
特
別
利
害
関
係
人

の
出
席
・
意
見
陳
述
に
よ
り
他
の
取
締
役
に
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ

が
あ
る
こ
と
（
前
田
庸
『
会
社
法
入
門
〔
第
六
版
〕
』
三
七
七
頁
、

中
村
良
「
本
件
判
批
」
日
本
法
学
六
四
巻
一
号
ニ
ニ
ニ
頁
）
を
根
拠

と
し
て
、
特
別
利
害
関
係
人
は
議
決
権
を
行
使
で
き
な
い
だ
け
で
な

く
、
取
締
役
会
に
出
席
し
て
意
見
を
述
べ
る
こ
と
も
で
き
な
い
と
解

す
る
。

　
①
に
つ
い
て
は
、
特
別
利
害
関
係
人
が
定
足
数
に
算
入
さ
れ
な
い

こ
と
を
も
っ
て
審
議
参
加
の
否
定
の
根
拠
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
同

じ
く
議
決
権
を
有
せ
ず
定
足
数
か
ら
も
排
除
さ
れ
る
監
査
役
も
取
締

役
会
の
審
議
に
参
加
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
は
ず
で
あ
る
が
、
か
か

る
解
釈
が
商
法
二
六
〇
条
の
三
第
一
項
に
反
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で

も
な
い
。
し
か
も
、
定
足
数
は
決
議
の
成
立
要
件
で
あ
っ
て
多
数
決

算
定
の
基
礎
と
な
る
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
決
議

の
場
面
で
の
み
問
題
と
す
れ
ば
よ
い
（
稲
葉
威
雄
ほ
か
「
改
正
会
社

法
セ
ミ
ナ
ー
〔
第
二
四
回
〕
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
七
九
九
号
一
一
五
頁

〔
稲
葉
発
言
〕
）
。
ま
た
、
昭
和
五
六
年
商
法
改
正
前
に
お
い
て
は
、

「
総
会
ノ
決
議
二
付
特
別
ノ
利
害
関
係
ヲ
有
ス
ル
者
ハ
議
決
権
ヲ
行

使
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ズ
」
と
い
う
二
三
九
条
五
項
が
取
締
役
会
決
議
に

も
準
用
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
（
旧
二
六
〇
条
の
二
第
二
項
）
、
昭
和

五
六
年
改
正
に
よ
り
、
株
主
総
会
に
お
い
て
は
特
別
利
害
関
係
の
あ

る
株
主
も
議
決
権
を
行
使
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
特

別
利
害
関
係
の
あ
る
取
締
役
の
扱
い
に
つ
い
て
は
現
行
法
の
文
言
が

新
設
さ
れ
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
た
め
、
「
議
決
権
ヲ
行
使
ス
ル
コ

ト
ヲ
得
ズ
」
で
は
な
く
「
決
議
二
参
加
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ズ
」
と
規
定

さ
れ
て
い
る
以
上
、
審
議
に
も
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
趣
旨
で

あ
る
と
解
す
る
余
地
も
生
ず
る
こ
と
に
な
っ
た
が
（
稲
葉
ほ
か
・
前

掲
二
二
頁
〔
森
本
滋
発
言
〕
）
、
こ
れ
は
、
取
締
役
会
で
は
取
締
役

の
議
決
権
と
い
う
形
で
規
定
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
「
決
議
二
参
加
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ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ズ
」
と
い
う
文
言
に
な
っ
た
と
解
す
れ
ば
足
り
る

（
竹
内
昭
夫
ほ
か
「
座
談
会
・
取
締
役
会
の
運
営
を
め
ぐ
る
諸
問
題

㈲
」
商
事
法
務
一
〇
五
一
号
二
六
二
頁
〔
竹
内
発
言
〕
）
。

　
②
の
他
の
取
締
役
に
対
す
る
事
実
上
の
影
響
力
に
つ
い
て
は
、
取

締
役
相
互
間
に
職
制
上
な
い
し
事
実
上
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
の
あ
る
こ

と
の
多
い
現
状
の
下
で
は
、
取
締
役
会
議
の
内
外
を
問
わ
ず
多
か
れ

少
な
か
れ
存
在
し
う
る
し
、
特
別
利
害
関
係
人
の
出
席
・
意
見
陳
述

に
よ
り
、
他
の
取
締
役
は
特
別
利
害
関
係
人
の
顔
色
を
窺
い
な
が
ら

審
議
・
決
議
に
参
加
せ
ざ
る
を
え
ず
、
善
管
注
意
義
務
に
従
っ
た
審

議
・
決
議
が
期
待
で
き
な
い
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
も
は
や
特
定
の

取
締
役
が
特
別
利
害
関
係
を
有
す
る
事
項
を
そ
の
同
僚
取
締
役
に
よ

っ
て
構
成
さ
れ
る
取
締
役
会
に
諮
る
こ
と
自
体
が
無
意
味
と
な
る

（
坂
田
桂
三
『
現
代
会
社
法
〔
第
四
版
〕
』
四
〇
三
頁
は
、
「
取
締
役

会
の
構
成
員
は
経
営
の
専
門
家
で
あ
り
、
十
分
な
判
断
能
力
を
有
す

る
の
で
あ
る
か
ら
、
特
別
利
害
関
係
人
に
よ
っ
て
審
議
の
過
程
に
お

い
て
も
影
響
さ
れ
る
と
懸
念
す
る
必
要
は
な
い
で
あ
ろ
う
」
と
す

る
）
。
商
法
二
六
〇
条
の
二
第
二
項
は
、
あ
く
ま
で
も
特
別
利
害
関

係
人
自
身
の
善
管
注
意
義
務
違
反
・
忠
実
義
務
違
反
の
お
そ
れ
を
考

慮
し
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
む
し
ろ
、
競
業
取
引
や
利
益
相
反
取
引

の
承
認
決
議
に
お
い
て
、
承
認
の
是
非
を
協
議
す
る
た
め
に
は
、
会

社
に
と
っ
て
不
利
に
な
る
か
否
か
に
つ
い
て
そ
の
当
事
者
た
る
取
締

役
に
説
明
を
求
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
競
業
取
引
に
つ
い
て
は

そ
の
取
引
に
つ
い
て
重
要
な
事
実
を
開
示
す
べ
き
こ
と
が
明
文
で
要

求
さ
れ
て
お
り
（
商
二
六
四
条
一
項
）
、
利
益
相
反
取
引
の
承
認
に

お
い
て
も
、
そ
れ
に
関
す
る
必
要
な
情
報
の
提
供
を
受
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
競
業
取
引
・
利
益
相
反
取
引
の

当
事
者
た
る
取
締
役
は
書
面
に
よ
り
ま
た
は
他
の
取
締
役
を
介
し
て

必
要
な
情
報
を
取
締
役
会
に
提
供
す
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
会
議
の

場
で
の
審
議
過
程
に
お
い
て
随
時
情
報
の
提
供
を
求
め
、
意
見
を
聴

取
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
侃
々
誇
々
た
る
議
論
を
な
す
こ
と
が
取
締

役
会
の
本
来
の
あ
り
方
で
は
な
い
の
か
。
し
た
が
っ
て
、
特
別
利
害

関
係
人
も
取
締
役
会
に
出
席
し
て
審
議
に
参
加
で
き
る
こ
と
は
当
然

と
い
う
べ
き
で
あ
る
（
同
旨
、
河
本
一
郎
「
改
正
会
社
法
概
説
・
取

締
役
会
の
運
営
（
そ
の
三
）
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
三
六
九
号
一
二
四
頁
、

神
崎
・
前
掲
二
八
二
頁
、
森
本
滋
『
会
社
法
〔
第
二
版
〕
』
二
三
一

頁
、
永
井
和
之
『
会
社
法
〔
第
二
版
〕
』
一
七
四
頁
、
畑
肇
「
本
件

原
審
判
批
」
私
法
判
例
リ
マ
ー
ク
ス
一
六
号
一
〇
九
頁
、
小
柿
徳
武

「
本
件
原
審
判
批
」
商
事
法
務
一
五
三
七
号
三
九
頁
な
ど
）
。
た
だ
し
、

こ
の
問
題
は
特
別
利
害
関
係
人
の
出
席
権
・
意
見
陳
述
権
の
有
無
と

い
う
形
で
論
ず
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
特
別
利
害
関
係
人
は
決
議
に

参
加
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
以
上
、
初
め
か
ら
特
別
利
害
関
係
人
の

出
席
を
拒
絶
し
て
審
議
・
決
議
を
行
っ
た
と
し
て
も
、
特
別
利
害
関
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係
人
に
説
明
を
求
め
た
上
で
退
席
さ
せ
て
審
議
・
決
議
を
行
っ
た
と

し
て
も
、
あ
る
い
は
特
別
利
害
関
係
人
が
終
始
在
席
し
た
ま
ま
審

議
・
決
議
を
行
っ
た
と
し
て
も
、
他
の
取
締
役
が
そ
の
慎
重
か
つ
公

正
な
審
議
・
決
議
を
行
う
た
め
に
要
求
さ
れ
る
べ
き
善
管
注
意
義

務
・
忠
実
義
務
を
尽
く
し
た
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
と
さ
れ
れ
ば
よ

く
、
特
別
利
害
関
係
人
の
出
席
権
・
意
見
陳
述
権
の
有
無
を
問
題
と

し
た
上
で
そ
れ
を
決
議
の
蝦
疵
の
有
無
と
結
び
つ
け
る
こ
と
は
妥
当

で
は
な
い
（
稲
葉
ほ
か
・
前
掲
一
一
二
頁
〔
龍
田
節
・
竹
内
昭
夫
発

言
〕
、
同
三
五
頁
〔
稲
葉
発
言
〕
参
照
）
。

三
　
特
別
利
害
関
係
人
の
議
長
と
し
て
の
適
格
性
に
つ
い
て
は
、
特

別
利
害
関
係
人
が
議
長
と
し
て
議
事
を
主
宰
す
れ
ば
、
単
に
取
締
役

会
に
出
席
し
て
意
見
を
述
べ
る
に
す
ぎ
な
い
場
合
よ
り
も
審
議
・
決

議
の
行
方
に
与
え
る
影
響
は
大
き
く
、
反
論
を
封
じ
て
決
議
が
成
立

に
至
る
よ
う
不
当
に
誘
導
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
、
決
し
て
望
ま

し
い
こ
と
で
は
な
い
（
取
締
役
会
の
議
長
は
、
株
主
総
会
の
議
長
と

異
な
り
、
単
な
る
議
事
の
主
宰
者
と
は
い
え
な
い
と
し
て
、
審
議
に

お
け
る
議
長
の
裁
量
と
比
重
の
大
き
さ
を
特
に
強
調
す
る
も
の
と
し

て
、
酒
巻
俊
之
「
本
件
原
審
判
批
」
奈
良
法
学
会
雑
誌
一
〇
巻
一
号

五
二
頁
）
。
し
た
が
っ
て
、
審
議
・
決
議
の
公
正
を
期
す
る
た
め
に

は
、
特
別
利
害
関
係
人
た
る
議
長
を
交
代
さ
せ
る
べ
き
で
あ
り
、
予

め
取
締
役
会
規
則
に
よ
っ
て
議
長
の
資
格
が
定
め
ら
れ
て
い
た
と
し

て
も
、
議
長
は
本
来
そ
の
会
議
に
お
い
て
選
任
さ
れ
る
べ
き
も
の
で

あ
る
か
ら
、
取
締
役
会
規
則
の
存
在
は
議
長
の
交
代
を
妨
げ
る
も
の

で
は
な
い
（
大
隅
H
今
井
・
前
掲
一
九
五
頁
参
照
）
。
し
か
し
、
そ

れ
は
特
別
利
害
関
係
人
が
当
然
に
議
長
と
し
て
の
資
格
を
失
う
こ
と

を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
（
森
本
滋
「
取
締
役
会
の
運
営
を
め
ぐ

る
基
本
問
題
㈲
」
商
事
法
務
一
一
一
〇
号
三
九
頁
は
、
モ
ラ
ル
（
妥

当
性
）
の
問
題
は
別
と
し
て
、
法
的
に
は
利
害
関
係
取
締
役
も
議
長

と
な
り
う
る
と
す
る
。
同
旨
、
大
隅
U
今
井
・
前
掲
一
九
六
頁
）
。

こ
れ
に
対
し
て
は
、
特
別
利
害
関
係
人
の
議
決
権
排
除
の
趣
旨
が
、

特
別
利
害
関
係
人
は
善
管
注
意
義
務
・
忠
実
義
務
に
従
っ
て
議
決
権

を
行
使
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
な
い
こ
と
に
あ
る
以
上
、
特
別
利
害

関
係
人
が
議
長
と
し
て
善
管
注
意
義
務
・
忠
実
義
務
に
従
っ
て
議
事

運
営
を
な
す
こ
と
も
期
待
で
き
な
い
か
ら
、
議
長
と
し
て
の
資
格
も

当
然
に
剥
奪
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
反
論
が
な
さ
れ
よ
う
（
丸

山
秀
平
「
本
件
判
批
」
金
融
商
事
判
例
一
〇
〇
八
号
四
三
頁
参
照
）
。

し
か
し
、
仮
に
特
別
利
害
関
係
人
た
る
議
長
の
不
公
正
な
議
事
運
営

に
よ
り
審
議
が
尽
く
さ
れ
な
い
ま
ま
強
引
に
採
決
さ
れ
る
よ
う
な
こ

と
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
他
の
取
締
役
は
反
対
票
を
投
ず
る
こ
と
が

善
管
注
意
義
務
・
忠
実
義
務
の
要
求
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
れ
に

も
か
か
わ
ら
ず
可
決
さ
れ
た
と
し
て
も
、
賛
成
し
た
取
締
役
の
責
任

が
問
題
と
な
る
に
す
ぎ
ず
、
決
議
の
効
力
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
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は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
特
別
利
害
関
係
人
が
議
長
と
し
て
議
事
を
主

宰
し
た
と
し
て
も
、
決
議
成
否
の
鍵
は
他
の
取
締
役
が
握
っ
て
い
る

以
上
、
そ
れ
が
不
公
正
な
決
議
を
も
た
ら
す
と
い
う
類
型
論
は
成
り

立
た
な
い
。
も
し
議
長
の
意
の
ま
ま
に
議
事
が
進
行
さ
れ
、
他
の
取

締
役
は
主
体
的
に
審
議
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
議
長
が
一
方

的
に
決
議
の
成
り
行
き
を
左
右
で
き
る
と
す
れ
ば
、
取
締
役
の
英
知

を
結
集
し
た
実
質
的
な
審
議
な
ど
望
む
べ
く
も
な
い
か
ら
、
も
は
や

取
締
役
会
制
度
自
体
が
画
餅
に
帰
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
単
に
不
公

正
な
決
議
の
漠
然
と
し
た
可
能
性
を
も
っ
て
決
議
無
効
の
根
拠
と
す

る
こ
と
は
き
わ
め
て
薄
弱
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
の
点

に
つ
き
、
特
別
利
害
関
係
人
も
議
長
と
な
り
う
る
こ
と
を
肯
定
し
た

上
で
、
そ
の
議
事
運
営
に
よ
り
不
公
正
な
決
議
が
な
さ
れ
た
場
合
に

は
決
議
を
無
効
と
し
て
事
後
的
に
是
正
す
れ
ば
足
り
る
と
解
す
る
見

解
も
あ
る
が
（
森
本
・
前
掲
論
文
三
九
頁
、
龍
田
節
「
判
批
」
商
事

法
務
二
二
四
一
号
三
四
頁
な
ど
）
、
こ
の
場
合
に
決
議
を
無
効
と
す

る
こ
と
自
体
が
大
い
に
疑
問
で
あ
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
取
締
役

会
決
議
は
株
主
総
会
決
議
と
は
決
定
的
に
異
な
る
と
い
う
べ
き
で
あ

り
、
そ
の
違
い
は
両
者
の
本
質
の
違
い
に
由
来
す
る
。
す
な
わ
ち
、

株
主
総
会
決
議
に
お
い
て
は
、
そ
の
効
力
は
総
株
主
に
及
び
、
総
株

主
の
利
害
に
か
か
わ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
各
株
主
は
自
己
の
利
益

の
た
め
に
議
決
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
以
上
、
著
し
く
不
公

正
な
決
議
が
な
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
に
関
与
し
た
株
主
の
責
任

を
間
う
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
、
株
主
を
そ
の
不
利
益
か
ら
救
済
す

る
に
は
決
議
の
効
力
を
否
定
す
る
ほ
か
は
な
い
（
商
二
四
七
条
一
項

一
号
）
の
に
対
し
て
、
取
締
役
会
に
お
い
て
は
、
各
取
締
役
は
善
管

注
意
義
務
に
基
づ
き
不
公
正
な
決
議
の
成
立
を
阻
止
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
か
ら
、
多
数
の
取
締
役
が
賛
成
し
た
以
上
は
、
決
議
の
公

正
・
不
公
正
は
決
議
の
効
力
に
関
し
て
は
法
の
関
知
す
る
と
こ
ろ
で

は
な
く
、
専
ら
不
公
正
な
決
議
を
成
立
せ
し
め
た
取
締
役
の
善
管
注

意
義
務
違
反
の
問
題
と
す
れ
ば
足
り
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
原
審
判
決
及
び
本
判
決
は
過
保
護
な
判
決
と
い
わ

ざ
る
を
え
ず
、
特
別
利
害
関
係
人
以
外
の
取
締
役
が
審
議
・
決
議
に

際
し
て
善
管
注
意
義
務
を
尽
く
す
べ
き
こ
と
を
軽
視
し
て
取
締
役
会

の
議
事
運
営
及
び
決
議
の
効
力
を
論
ず
る
こ
と
に
は
到
底
賛
成
で
き

な
い
。

四
　
ま
た
、
本
件
で
は
特
別
利
害
関
係
人
が
議
決
権
を
行
使
し
て
い

る
た
め
、
こ
の
点
に
つ
い
て
も
決
議
の
効
力
に
対
す
る
影
響
が
問
題

と
な
る
が
、
特
別
利
害
関
係
人
の
議
決
権
行
使
は
取
締
役
会
決
議
の

手
続
上
の
暇
疵
に
な
り
、
決
議
は
無
効
と
な
る
と
解
す
る
の
が
多
数

説
で
あ
る
。
し
か
し
、
特
別
利
害
関
係
人
の
議
決
権
の
排
除
と
定
足

数
へ
の
不
算
入
は
決
議
の
成
立
要
件
に
お
い
て
考
慮
さ
れ
る
に
す
ぎ

ず
、
効
力
要
件
で
は
な
い
か
ら
、
そ
の
議
決
権
行
使
が
無
視
さ
れ
る
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に
す
ぎ
ず
、
特
別
利
害
関
係
人
を
除
く
他
の
取
締
役
の
み
で
定
足
数

を
み
た
し
、
か
つ
そ
の
過
半
数
の
賛
成
が
あ
れ
ば
、
決
議
は
有
効
に

成
立
す
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
（
同
旨
、
石
井
照
久
『
会
社
法
上

巻
』
三
二
四
頁
、
堀
口
亘
『
新
版
注
釈
会
社
法
㈲
』
二
八
頁
、
神

崎
・
前
掲
二
八
四
頁
、
大
隅
H
今
井
・
前
掲
二
〇
〇
頁
）
。
こ
れ
に

対
し
て
は
、
「
問
題
の
本
質
が
単
な
る
多
数
決
の
問
題
に
還
元
さ
れ

て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
」
と
の
批
判
が
あ
る
が
（
酒
巻
・
前
掲
五
三

頁
）
、
特
別
利
害
関
係
人
の
議
決
権
の
排
除
は
多
数
決
の
算
定
基
準

に
し
か
な
り
え
な
い
。
実
際
問
題
と
し
て
も
、
特
別
利
害
関
係
人
の

議
決
権
行
使
の
事
実
の
有
無
が
明
瞭
で
な
い
こ
と
も
少
な
く
な
か
ろ

う
。
例
え
ば
、
議
長
が
出
席
取
締
役
に
議
案
に
つ
き
異
議
を
述
べ
る

こ
と
を
促
し
、
異
議
が
な
け
れ
ば
承
認
さ
れ
た
も
の
と
す
る
と
い
う

採
決
の
方
法
が
と
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
う
る
が
、
そ
こ
に
特
別
利
害

関
係
人
が
出
席
し
て
い
た
場
合
、
特
別
利
害
関
係
人
も
黙
示
の
議
決

権
行
使
を
し
た
と
し
て
、
決
議
の
効
力
が
否
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

の
で
あ
ろ
う
か
。

　
結
局
の
と
こ
ろ
、
本
件
に
お
い
て
は
、
A
を
除
い
て
も
、
六
名
中

五
名
が
出
席
し
、
そ
の
全
員
が
賛
成
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
決

議
は
有
効
に
成
立
す
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。

五
　
な
お
、
本
件
の
背
景
に
は
遺
産
分
割
を
め
ぐ
る
紛
争
が
あ
る
よ

う
で
あ
る
。
同
族
的
な
小
規
模
会
社
に
お
い
て
は
、
骨
肉
の
争
い
が

会
社
法
上
の
紛
争
と
し
て
現
れ
る
こ
と
は
珍
し
く
な
い
。
そ
の
た
め
、

本
判
決
に
対
し
て
は
、
「
本
件
が
遺
産
分
割
を
め
ぐ
る
紛
争
の
一
環

で
あ
っ
た
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
遺
産
分
割
紛
争
の
根
本
的
解
決
の
た

め
に
は
、
被
告
会
社
Y
の
資
産
の
売
却
を
許
す
こ
と
に
よ
り
、
結
果

的
に
相
続
財
産
で
あ
る
被
相
続
人
名
義
株
式
の
時
価
評
価
の
目
減
り

を
認
め
る
こ
と
に
な
っ
て
は
ま
ず
い
と
の
実
質
的
判
断
が
裁
判
所
に

あ
っ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
」
（
渡
邊
・
前
掲
一
八
頁
）
と

か
、
「
本
件
決
議
を
無
効
と
す
る
こ
と
は
、
あ
る
い
は
、
紛
争
の
全

体
的
解
決
に
と
っ
て
有
意
義
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
」
（
小
塚
荘

一
郎
「
本
件
判
批
」
平
成
八
年
度
重
要
判
例
解
説
一
〇
二
頁
）
と
の

指
摘
も
あ
る
。
し
か
し
、
も
し
遺
産
分
割
を
め
ぐ
る
紛
争
解
決
の
た

め
に
会
社
法
の
理
論
が
歪
め
ら
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
と
す
れ
ば
、

法
の
番
人
た
る
裁
判
所
に
対
す
る
信
頼
は
か
え
っ
て
失
墜
す
る
こ
と

に
な
ろ
う
。
正
義
（
詮
ω
葺
邑
の
女
神
の
目
隠
し
の
是
非
に
つ
い

て
は
異
論
が
あ
り
う
る
が
（
団
藤
重
光
『
法
学
の
基
礎
』
三
一
頁
参

照
）
、
少
な
く
と
も
会
社
法
上
の
紛
争
解
決
に
お
い
て
は
そ
の
背
後

に
あ
る
遺
産
分
割
を
め
ぐ
る
紛
争
に
は
目
を
つ
ぶ
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
本
件
で
は
原
審
判
決
に
も
本
判
決
に
も
遺
産
分
割
紛
争
と
関

連
す
る
当
事
者
の
主
張
は
一
切
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
判
旨
も

一
般
的
な
説
示
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
判
決
の
背
後
に
遺
産
分
割
紛

争
に
対
す
る
配
慮
が
あ
っ
た
な
ど
と
い
う
こ
と
は
邪
推
と
い
う
べ
き
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で
あ
り
、
ま
た
そ
う
信
じ
た
い
が
、
判
旨
に
は
会
社
法
の
解
釈
に
お

い
て
誤
り
が
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
来
住
野
　
究
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